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現状

現実は、

利用のびない・・・

あまり知られていない・・・

どうして？？

VPNサービス

リンクリゾルバ

くるくるリンカー

電子ジャーナル

データベース

きっと、すごく便利！
喜ばれるはず！！
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何が問題なのか

ひととおりの広報は、しているつもり

 全学メール配信

 図書館ホームページに掲載

 ポスター掲示（館内）

 チラシ設置（館内）

 チラシ配布

 学内広報誌に掲載

知らないのか → 方法の問題？

知ってるけど使わないのか → 内容の問題？
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『日経BP記事検索サービス大学版』での実践

 『日経BP記事検索サービス大学版』とは

日経BP社が発行する約50の専門誌をデジタルデータ化し、

オンラインで検索・閲覧できる雑誌記事のデータベース

愛称：キジケン
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『日経BP記事検索サービス大学版』での実践

 導入の経緯

そもそものきっかけは、2006年医図協・薬図協電子ジャーナル

説明会でのプレゼンテーション

2ヶ月間無料トライアルの案内（電話）→実施（2007年10月1日‐11月30日）

トライアルの結果

利用件数多し 1,390件
利用者からのフィードバック 5件・・・多い

教員からの後押し

正式導入決定！（2008年1月より）
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『日経BP記事検索サービス大学版』での実践

 広報活動

＜トライアル時、正式導入時＞

全学メール配信

図書館ホームページ掲載 (NEWS、トライアルページ、フィードバック)
ポスター掲示（館内） ＊日経BP社提供資材

チラシ、パンフレット設置（館内） ＊日経BP社提供資材

チラシ、パンフレット配布 ＊日経BP社提供資材

＜キャンペーン時＞＊利用促進のため、2008年6月に実施

ポスター掲示（館内）

展示コーナーに展示

三角柱のお知らせ設置（閲覧席、学生食堂）
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『日経BP記事検索サービス大学版』での実践

 利用状況
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本文利用件数 959 431 740 392 331 220 221 355 379 330 276 197 

07年10月 07年11月 07年12月 08年1月 08年2月 08年3月 08年4月 08年5月 08年6月 08年7月 08年8月 08年9月

トライアル期間

正式導入 キャンペーン
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『日経BP記事検索サービス大学版』での実践

 問題点を探る

⇒ 利用者の声を聞いてみよう

 利用者インタビューの実施

（対象）図書館アルバイトの学部学生11人
（質問内容）

『日経BP記事検索サービス大学版』について

図書館の広報（ホームページ、掲示物、メール等）について

インターネットの利用について
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『日経BP記事検索サービス大学版』での実践

 インタビューの結果

『日経BP記事検索サービス大学版』を知っている ・・・ 11
何で知ったか ･･･ メール、ポスター、お知らせ 等 さまざま

使ったことがあるか ・・・ 「使ったことがある」 5 「使ったことがない」 6
「よく使う」「たまに使う」 0 

＊「使ったことがない」理由は、“どういうものかよくわからなかったから”

図書館内の掲示物 ・・・ 見る （目に付く場所は人によってさまざま） 11
図書館からのメール ・・・ 見る 11
図書館のホームページ ・・・ 「よく見る」 3 「たまに見る」 7

「見たことがある」 1  「見たことがない」 0
＊よく使うメニューは、OPACが最も多く、8人が回答した。
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『日経BP記事検索サービス大学版』での実践

 見えてきたこと

存在は知られていた

メールや掲示は有効な手段

人によって見るところはさまざま

伝達する媒体は多い方がよい

結局、広報の内容の問題

何でもやってみる
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今後の課題

 広報の内容を工夫する

どういうものなのか、何ができるのか、がわかるものを

利用者インタビュー拡大

図書館にいない利用者

図書館にいる利用者 薬剤師、看護師、研修医等

より効果的な広報をめざす
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おまけ

 効果的との評判
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